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被 災 時 を 想 定 

災害発生時には、即対応でき、通常時は地域資源を活用した持続可能な施設 

トレーラーハウスからはじまる街づくり 

 トレーラーハウスからはじまる街づくり 

移動が容易かつ安価という強みをもつトレーラーハウスを軸にし 

て島田市周辺の観光資源を活用し、ヒトが集まる街づくりを構築。 

特に、島田市は観光資源が豊富にある一方で、観光客の宿泊施設 

が不足しており、トレーラーハウスによる宿泊施設を兼ね備え、 

観光後に市内に滞在できるようにする。また、食事等も市内企業 

と連携し、島田市の経済への波及も図る。 

さらに、トレーラーハウスは、宿泊施設であると同時に移動可能 

な施設であるため、災害発生時における仮住まいを迅速に提供で 

きる仕組みを目指す。 

サスティナブルな施設づくり 

エンターテインメント + BCP 

①サスティナブルな施設 

災害発生時のみの施設ではなく、通常時も地域資源を生かした運営で利益を確保しながら災害時に備える。 

②迅速な対応が可能 

有事に行政に求められる迅速性に即座に対応が可能。施設がレジャーから避難地・ 復興支援の拠点・ 仮設住宅へと変わる。 

 事 業 目 的 

基本計画における活用コンセプト・ 食、茶、スポーツ、健康、学びをテーマとし

て人が集い、楽しみ、憩うことができるオリジナリティある交流・ 賑わいの拠点

の整備」に則り、多種多様なヒトが集まる施設としています。 

 トレーラーによるオリジナリティのある街づくりにより、地元および観光客 

 が交流できる場を創出。 

 島田市に観光に訪れたヒトの宿泊施設。 

 学びの拠点として活用。 

 トレーラーハウスを移住検討者やワーケーションの場として提供すること 

 により、体験を通じた移住促進の場として活用。 

 地元企業と連携し、レストラン機能、茶を楽しむカフェ、ファーマーズマー 

 ケット、物品販売、ドッグラン設備による集客。 

想定施設利用 

①来場者 

 市内在住者、観光客、富士山静岡空港利用者 

 犬を飼ってる人（老若男女） 

②年間の施設利用見込者数 

 50・万人以上（大井川鐵道 茶の都ミュージアム 空港利用者数から推測） 

地域との連携 

本施設の利用促進の為に、島田市の観光施設とのコラボに加え、 

地域資源を活用できる仕組みを構築していきます。島田市内業者 

から食などの提供、地元農家によるファーマーズマーケット、地元 

住民がくつろげるカフェの設置などを想定しています。また、近隣の 

 ふじのくに茶の都ミュージアム」との連携により、茶の魅力を発信 

していきます。 

【トレーラーハウス敷地利用計画】 

本施設を観光ハブ拠点として、地域観光資源および地元業者と連携することにより、国内外の方々が島田市に足を運んでくれる 

ようにＰＲしていきます。施設の施工および維持管理については、可能な限り地元業者とし、施設に必要な部材も地元から仕入 

れる等、配慮していきます。また、施設内で提供する食材についても地産地消に留意します。 

雇用面においても、地元での雇用を考えております。 

計画地周辺資源の特徴として、観光資源がある一方で、公園や飲食施設、宿泊施設などが不足している現状を踏まえ、宿泊施設と 

しての位置づけにより、島田市に留まる観光ルートの作成などにより地元経済へ貢献していきます。 

地域経済への貢献 

BCP・SDGs 

トレーラーハウスタウンを象徴する４つの価値 トレーラーは、移動可能であることから、災害発生時に臨時施設

として活用可能となります。また、島田市周辺の市町に災害が発

生した際にも支援が可能となります。トレーラーの屋根には太陽

光発電を設置し、電力の地産地消を実施します。 

将来的には、同施設から排出した廃棄物に関しては、実証実験中

の ISOP システムを導入し、廃棄物を燃料化し、環境課題に取り

組んでいきます。 

ISOP・システム：亜臨界水処理システムを利用し、有機系廃棄物

を安全に処理・ 発電することを目指します。また、移動式もある

ため、災害時に活用可能です。 


